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医薬品の供給不安が長期化しており、需給調整
など、現場における負担は依然として高い水準に
ありますが、現場の皆様方のご努力があったから
こそ、これらが実現できたのだと、私は強く実感
しております。会員企業の皆様方にあらためて感
謝を申し上げたいと思います。誠にありがとうご
ざいます。
さて、ご承知のとおり、３月４日付で流通改善
ガイドラインが改訂され、2026年度診療報酬・調
剤報酬改定において新設された「地域支援・医薬
品供給対応体制加算」では、「単品単価交渉」や「頻
回配送・急配・在庫調整目的の返品の自粛」など
が施設基準として盛り込まれました。
これにより、流通改善の実効性が一層高まる環
境が整ったと、私は捉えており、そのようなこと
からも、今年度は我々にとって、まさに正念場の
年であり、業界を挙げて取り組みをさらに加速し
ていく必要があります。引き続き、単品単価交渉
により、しっかりと製品価値を守り、安定供給に
つなげてまいりたいと考えております。
一方で、2025年に続き、「骨太の方針」に、医
薬品の安定供給に向けた支援が盛り込まれるよう、
関係各所への働きかけを強化するとともに、2027
年度の薬価制度改革に向けては、中間年改定の廃
止や、流通当事者の行動変容を促すインセンティ
ブの付与についても要望してまいりたいと考えて
おります。
医薬品卸が医薬品の安定供給という使命を果た
し続けるためには、薬価制度における流通構造そ
のものの見直しが不可欠であると考えております。
物価や人件費が上昇する現在の環境においては、
流通コストの増加分が十分に反映されにくい構造
が続いており、このままでは、医薬品の安定供給
を支える基盤が損なわれかねないと考えておりま
す。薬価制度のもとで流通しているという特性を
踏まえつつ、流通の実態に即した議論を深めてい
くことが重要であると認識しており、引き続き、
国や国会議員の皆様に訴え続けてまいりたいと考
えております。
私は、かねてから、卸連合会として成し遂げる
べきは、「一企業では実現できないことを成し遂げ

ること」と「会員企業の共通課題を解決すること」
であると申し上げてまいりました。具体的な施策
については、「令和８年度事業計画」のとおりでご
ざいます。
今年度は、大規模災害時の流通体制の整備をは
じめ、昨年度実施したフランスの薬価制度に関す
る調査について、厚生労働省や関係団体等へ共有
するとともに、デジタルの活用による業務の効率
化に向け、請求書の標準書式に加え、納品に関す
る帳票類の標準化の検討、加えて、中抜け返品事
例データベースの本格運用を行ってまいります。
また、継続して、医薬品卸の存在意義の広報を行
うとともに、医薬品卸で働く皆様が自信と誇りを
持って働ける、魅力ある職場環境づくりにも力を
尽くしてまいりたいと考えております。事業計画
に掲げたそれぞれの施策については、結果にこだ
わりながら、推し進めてまいりたいと思います。
一方、国際情勢に目を向けますと、中東地域を
はじめとする地政学的リスクの高まりが続いてお
り、こうした情勢は、エネルギー価格や原材料価
格の上昇を通じて、世界経済全体に影響を及ぼし
ております。医薬品流通の分野におきましても、
物流費、燃料費、人件費など、あらゆるコストが
上昇し、事業環境は大きく変化しており、対応に
迫られていると認識しております。
事業計画を含めた、さまざまな課題への対応に
つきましては、本日お集まりの皆様方からのご支
援なくしては、なしえることができないと思って
おります。
常々申し上げていることでございますが、「共感
しないと行動に移せない」。この言葉を大切にしな
がら、引き続き、会員企業の皆様方と一丸となっ
て、山積する課題の解決に取り組んでまいりたい
と考えております。
最後になりますが、日本医薬品卸売業連合会に
関わるすべての皆様のお力添えをいただきますよ
う、心よりお願い申し上げまして、私からのご挨
拶とさせていただきます。

＊�本稿は、令和８年５月28日に開催された当卸連合会の第
14回通常総会における、宮田会長の挨拶に基づき作成し
たものです。
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業界を挙げて
流通改善をさらに加速させる

本日は大変お忙しい中、通常総会にご臨席を賜
り、誠にありがとうございます。また、日頃は卸
連合会の活動に対しまして、ご理解とご協力を賜
り、心より御礼申し上げます。
さて、卸連合会ではこれまで、コンプライアン
スを徹底しつつ、過去からの「古い商習慣」を一
新しようと、「流通改善」を一丁目一番地として、
取り組んでまいりました。この３年間の成果とし
て、平均乖離率は約８％から4.8％へと改善し、過
去最小値となりました。
これはひとえに、業界環境が大変厳しい中、会

員企業それぞれが「自律」と「自立」の精神にもと
づきご対応、ご尽力いただいた結果でございます。
また、「骨太の方針2025」には、持続可能な流通

の仕組みの検討といった医薬品流通に関する文言
が盛り込まれました。さらに、令和７年度補正予
算では、医薬品卸売業者に対する財政支援として、
医薬品卸業者に対する継続的な安定供給支援事業
に63億円が充てられました。これらは、いずれも
医薬品卸の歴史上、初めてのことでございます。
これらが実現できましたのは、医薬品卸の皆様
が、平時・有事を問わず、医薬品流通にご尽力い
ただいた賜物であり、医薬品卸の価値、医薬品の
安定供給の重要性が、国政レベルで認知された画
期的な一歩であると考えております。社会経済情
勢が厳しさを増す中で、医薬品卸の存在意義と役
割があらためてクローズアップされたものと受け
止めております。

巻 頭 言

一般社団法人 日本医薬品卸売業連合会 会長 宮田 浩美
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